
東南海・南海地震等海溝型地震に関する調査研究
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海底下地殻構造調査研究

海底地震観測研究

微小地震分布を把握

予測精度向上のための観測研究

海底地殻変動観測技術開発

海底の動きを精度よく把握

人工震源による弾性波探査

「東南海・南海地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」（平成14年7月）及び「日本海溝・千島海溝周辺
海溝型地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」（平成16年3月）において、地震観測施設等の整備や

地震予知に資する科学技術水準の向上に努めなければならないと規定
地震調査研究推進本部調査観測部会では、昨年6月に「東南海･南海地震を対象とした調査観測の強化に関する計

画（第一次報告）」、さらに、本年7月に「今後の重点的な調査観測について（中間報告）」をとりまとめ、中間報告におい

て日本海溝・千島海溝周辺の海溝型地震を対象とする調査観測の進め方について記述
文部科学省では、地震調査研究推進本部の策定した計画に従い、東南海･南海地震及び日本海溝・千島海溝に関す

る調査研究を推進

M8.1前後 50％程度

M8.4前後 40％程度 （同時発生の場合）M8.5前後

現在までに公表した主な海溝型地震の
評価結果（地震調査研究推進本部地震
調査委員会：発生確率は、30年以内）
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三陸沖南部海溝寄り M7.7前後 70～80％程度
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過去の地震観測データの整理･分析

過去の地震観測
データによる調査
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根室沖 M7.7程度 20～30％程度


